
書道博物館

問合せ：台東区立書道博物館 台東区根岸2-10-4
電話：03-3872-2645　https://www.taitogeibun.net/shodou/

展示

【開館時間】午前９時30分～午後４時30分（入館は４時まで）
【休 館 日】月曜日〔祝休日と重なる場合は翌平日〕
　　　　　※大型連休中の開館状況は施設にお問い合わせください
【入 館 料】一般 500円／小・中・高校生 250円
　　　　　※団体利用をご希望の場合は、必ず事前に施設へお問い合わせください

企画展　みんなが見たい優品展  パート１９　中村不折コレクションから
「敦煌写本の世界－蔵経洞のたからもの－」
4月2日（火）～７月１５日（月・祝）

19回目を迎える恒例のリクエスト
展。今回は、当館所蔵の敦煌写本
を特集します。
敦煌写本とは、敦煌莫高窟の第１７
窟から１９００年に発見された、５～
10世紀に至る写経や文書類など
です。第１７窟には、数万点に及ぶ
経巻の類が封じ込められていたこ
とから、蔵経洞と呼ばれるようにな
りました。このたびのリクエスト展で
は、敦煌を中心に、トルファンや鄯
善（楼蘭）などから出土した貴重な
写本を、中村不折コレクションから
紹介します。

ホームページ
ホームページ

令和６年度
奏楽堂日本歌曲コンクール
「第35回  歌唱部門」
「第30回  作曲部門」

藝大生による木曜コンサート
3月21日「室内楽」、4月18日「ピアノ」、5月16日「弦楽」
6月20日「邦楽」
【出演】 東京藝術大学音楽学部学生及び院生
【時間】 午後1時開場　午後2時開演
【料金】 500円（電話での事前予約が必要です。予約受付期間はホームページでご確認ください。）
 ※未就学児の入場はご遠慮いただいております

上野学園大学による午後のコンサート
3月７日（木）
【出演】 上野学園大学音楽学部学生ほか
【曲目】 モーツァルト：ディヴェルティメントK137、アルビノーニ：オーボエ協奏曲作品9ｰ2 他
【時間】 午後1時開場　午後2時開演
【料金】 500円（電話での事前予約が必要です。予約受付期間はホームページでご確認ください。）
 ※未就学児の入場はご遠慮いただいております

会場・問合せ：台東区立旧東京音楽学校奏楽堂 台東区上野公園8-43
電話：03-3824-1988　https://www.taitogeibun.net/sougakudou/
※大型連休中の開館状況は各施設にお問い合わせください

●本選チケット取り扱い　決まり次第ホームページでお知らせします。

《予選》 【歌唱部門】
◆第一次予選　5月９日（木）・1０日（金）・11日（土）・12日（日）
◆第二次予選　5月18日（土）

○予選は各日とも午前10時開始
【料金】入館料 一般 300円／小・中・高校生 100円 ※未就学児の入場はご遠慮いただいております

《本選》 【作曲部門】　5月26日（日） 午前11時開始
【歌唱部門】　5月26日（日） 午後1時30分開始

【料金】 2,500円（両部門共通） ※未就学児の入場はご遠慮いただいております

日曜コンサート
〈チェンバロ〉
 3月3日・17日、4月7日・21日、5月5日・19日、
 6月2日・16日
〈パイプオルガン〉
 3月10日・24日、4月14日・28日、6月9日・23日
※5月１2日・26日は奏楽堂日本歌曲コンクール開催のため休演

【出演】 東京藝術大学音楽学部学生及び院生
【時間】 午後2時開演  ※開演後の入場はできません
【料金】 入館料  一般 300円／小・中・高校生 100円　※未就学児の入場はご遠慮いただいております

旧東京音楽学校奏楽堂の外観

舞台正面

コンクール＆コンサート

小説デビュー作「闇桜」未定稿

重要文化財「荘子天運篇第十四」唐時代（8世紀頃）

企画展「樋口一葉の初期小説」

樋口一葉は、わずか５年ほどの執筆期間に22編の小説を世に出しました。
なかでも「たけくらべ」、「にごりえ」、「十三夜」などは映画や芝居にもなり、また
文庫等で今でも読み継がれていますが、最初からこのような〈名作〉が書けた
わけではありませんでした。
本展では、小説デビュー
作「闇桜」から下谷龍泉寺
町在住時に書かれた「花
ごもり」まで、小説家として
花開く以前の作品をあら
ためて紹介します。

一葉記念館

問合せ：台東区立一葉記念館 台東区竜泉3-18-4
電話：03-3873-0004　https://www.taitogeibun.net/ichiyo/

【開館時間】午前９時～午後４時30分（入館は４時まで）
【休 館 日】月曜日〔祝休日と重なる場合は翌平日〕
　　　　　※大型連休中の開館状況は施設にお問い合わせください
【入 館 料】一般 300円／小・中・高校生 100円
　　　　　※団体利用をご希望の場合は、必ず事前に施設へお問い合わせください

3月16日（土）～5月12日（日）

ホームページ

「篆書日下部鳴鶴墓碑銘軸」
呉昌碩筆

京都国立博物館蔵

「村鈼」朱文方印
呉昌碩刻
台東区立書道博物館蔵

特別展「生誕180年記念 
　　　 呉昌碩の世界
　　　－その魅力と受容－」
３月１７日（日）まで

呉昌碩は、日本の文化人や芸術家、実業家たち
との交流も盛んでした。朝倉文夫は呉昌碩のた
めに胸像を制作し、お礼に手紙や書画を贈られま
した。また、中村不折は呉昌碩に印を制作しても
らいました。今回の展示では、「呉昌碩と日本人」
というテーマにも焦点をあてて紹介しています。

インフォメーション

台東区芸術文化財団公式インスタグラムでは、当財団主催の芸術・文化・
スポーツに関する多彩なイベント情報を発信しています。

QRコードまたはURLから
ご覧ください！
instagram.com/taito_geibun/

 フォロー

お願いしま
す!

〇発熱や体調不良時にはご来館をお控えください。
〇施設内設置のアルコール消毒液による手指の消毒に
ご協力をお願いいたします。
〇施設内での咳エチケットにご協力をお願いいたします。

ご来館される皆様へのお願い


